
  プログラムのインストール   PDFマニュアル   登録 安全面での予防措置

はじめに

接続

ソフトウェアの使用

モニターの調整 

トラブルシューティング

仕様

情報

付録

 

© 2007 Samsung Electronics Co., Ltd. All rights reserved.

モデル

SyncMaster 570DXn

言語の選択

SyncMaster 570DXn



言語の選択 メインページ

モデル

SyncMaster 570DXn

 

製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

安全面での予防措置 

表記法

 

 

 

この警告や注意を守らずに誤った取扱いをすると物的損害や、人が死亡または重傷を負う可能性があります。 

 

 

 

警告/注意

この警告や注意を守らずに誤った取り扱いをすると、けがをしたり物的損害を受ける恐れがあります。 

 

 

表示例

禁止 重要 

分解禁止 電源プラグを抜く 

触らない アースすること 

 

電源

 

 

長時間使用しないときはPCをDPM(省電力モード）に設定してください。スクリーンセーバーを利用する場

合は、電源オプションのプロパティから設定してください。 

同梱の電源プラグセットは、他の電気機器では使用できません。ご注意ください。 

下記に記載された絵はあくまでもイメージです。 

 

 

 

 壊れたプラグを使用しないでください。 

感電や火災の原因になることがあります。 

 

 

 プラグを抜くときはコードを引っ張らず、必ずプラグを持って抜いてください。ま

た、濡れた手でプラグを触らないでください。 

感電や火災の原因になることがあります。  
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 アース接続は必ず電源プラグを電源につなぐ前に行ってください。また、アー

ス接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離してから行ってくださ

い。 

感電の原因となることがあります。  

 

 

 電源プラグをしっかりと挿入して、緩まないようにしてください。 

接続状態が悪いと火災の原因となることがあります。  

 

 

 プラグやコードを曲げたり、重いものをのせたりしないでください。 

感電や火災の原因になることがあります。  

 

 

 たこ足配線をしないでください。 

火災の原因になることがあります。 

 

 

 モニターの使用中は電源コードを外さないでください。 

サージ（過電圧）が発生し、モニターを破損させる場合がございます。 

 

 

 コネクタまたはプラグが汚れているときには、電源コードを使用しないでくださ

い。 

電源コードのコネクタまたはプラグが汚れている場合には、乾いた布で清掃して

ください。  

プラグまたはコネクタが汚れたまま電源コードを使用すると、感電や火災の原因

になる場合があります。  

 

 

 本体から電源を抜く場合や、コンセントから電源を抜く場合のことを考えて、余

裕を持って抜き差しができる環境に設置をしてください。 

感電や火災の原因になることがあります。  

 

インストール 

 

 

ほこりが多い場所、極端に高温・低温にさらされる場所、湿度の高い場所、化学物質が使用されている場

所、および空港や駅など24時間使用する場所に設置する場合には、事前にサービスエンジニアまでご相



談ください。  

 

ご相談せずに設置した場合、モニターに重大な損傷が発生することがあります。

 

 

 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。 

感電や火災の原因になることがあります。  

 

 

 移動するときはしっかりと持ってください。 

けがや破損の原因となることがあります。 

 

 

 モニターを棚やショーケースに設置する場合は、本体が棚やショーケースから

はみ出ないようにしてください。 

製品が落下すると、製品の損傷や人体への傷害の原因になることがあります。  

 

 

 製品を安定していない場所、または狭い場所に置かないでください。 

製品が落下すると、製品の損傷やけがをする恐れがあります。特に、小さなお

子様がいらっしゃる場合には大きなけがをされる恐れがありますので、十分ご

注意ください。  

 

 

 製品を床に置かないでください。 

特に小さなお子様がつまずいて、けがをされる恐れがございます。 

 

 

 火災の原因となるのを防ぐために、ろうそくなどの裸火は絶対にこの製品に近

づけないでください。 

火災の原因となることがあります。  

 

 

 電源の近くに熱源を置かないでください。 

被覆が溶けて漏電または火災が発生することがあります。 

 

 

 本棚やクローゼットのような換気のよくない場所に製品を置かないでください。 

内部の温度が上昇して火災の原因となることがあります。  



 

 

 手荒に取り扱わないでください。 

破損や故障の原因になることがあります。 

 

 

 画面を下向きに置かないでください。 

液晶表面の破損の原因になります。 

必ず柔らかい布かクッションを敷いて液晶表面を保護してください。 

 

 

 壁面への取り付け工事は専門技術者に依頼してください。 

お客様自身による工事はけがの原因になることがあります。  

付属品以外の器具での取付は専門業者に依頼してください。 

 

 

 製品を設置するときには、換気のために壁から10cm離してください。

換気が不十分な場合には、製品内部の温度が上昇して、部品の寿命が短くなっ

たり性能が低下したりします。  

 

 

 プラスチックの梱包材（袋類）は、子供の手の届かない場所に置いてください。 

子供がプラスチックの梱包材（袋類）で遊ぶと、窒息する場合があります。  

 

クリーン

 

 

本体や液晶表面のお手入れは、よく絞った柔らかい布で拭いてください。 

 

 

 水や洗剤を本体に直接かけないでください。 

感電や火災の原因になることがあります。  

 

 

 柔らかい布に少量のクリーナーを含ませて、軽く拭き取ってください。 

 

 



 プラグ・ピンのほこりや汚れは、乾いた布で拭き取ってください。 

接続部分が汚れていると、感電や火災の原因になることがあります。 

 

 

 製品の清掃を行うときには、必ず電源プラグを抜いてください。 

漏電または火災の原因となることがあります。  

 

 

 電源プラグをコンセントから抜いて、柔らかい乾いた布で拭いてください。 

ワックス、ベンジン、アルコール、シンナー、空気清浄スプレー、潤滑剤、または

溶媒などの化学薬品は使用しないでください。  

 

その他 

 

 

 カバー（または背面）を開けないでください。 

感電または火災の原因となることがあります。 

修理は専門の技術者にご相談ください。  

 

 

 異常な音や臭いがするなど、モニターが 正しく動作しないときはすぐに 電源プ

ラグを抜き、CSセンター にご連絡ください。 

感電や火災の原因になることがあります。  

 

 

 オイル、煙または湿気にさらされる場所に製品を置かないでください。自動車

内に設置しないでください。 

故障や感電、火災の原因になることがあります。  

水の近くや屋外で使用しないでください。  

 

 

 本体を落としたり破損し たりしたときは、電源ボタンをオフにし電源プラグを抜

いて、CSセンターまでご連絡 ください。

故障や感電、火災の 原因になることがあります。  

 

 

 雷のときは電源プラグを抜き、落雷の恐れがなくなるまで使用しないでくださ

い。

故障や感電、火災の原因になることがあります。  



 

 

 ケーブル類を引っ張って移動しないでください。 

故障や感電、火災の原因になることがあります。 

 

 

 ケーブル類を引っ張って画面を動かさないでください。 

故障や感電、火災の原因になることがあります。  

 

 

 本体の通気孔をふさがないでください。 

故障や火災の原因になることがあります。 

 

 

 モニターの上に水が入った容器、化学製品、金属物を置かないででください。 

動作不良、感電、火災の原因となることがあります。  

異物がモニターに入った場合、電源プラグを抜き、CSセンターに連絡してくださ

い。  

 

 

 可燃性の化学薬品のスプレーや可燃物は、製品から遠ざけてください。 

爆発や火災の原因になることがあります。  

 

 

 内部に金属を入れないでください。 

感電や火災、けがの原因になることがあります。 

 

 

 箸、針金やキリなどの金属、紙やマッチなどの可燃物を通気孔やAVポートに

挿入しないでください。 

感電または火災につながる恐れがあります。異物や水が製品内に入った場合に

は、製品の電源をオフにして、電源プラグをコンセントから抜き、CSセンターにご



連絡ください。  

 

 

 画像が長時間固定されると、残像やぶれが生じることがあります。 

長時間モニターから離れる場合は、節電モードに切り替えるかスクリーンセーバ

ー（動画）を設定してください。  

 

 

 使用するモデルにあった解像度と周波数を選択します。 

視力を低下させる恐れがあるので、適切な解像度と周波数でご使用ください。 

 

 

 モニターを近距離で長時間見続けると、視力に影響を与えることがあります。 

 

 

 眼精疲労を和らげるために、時々目を休ませるようにしてください。 

 

 

 製品を、平らでない不安定な場所や、振動の多い場所に設置しないでくださ

い。 

製品が落下すると、製品の損傷や人体への傷害の原因になることがあります。

振動の多い場所で製品を使用すると、製品の寿命が短くなったり出火の原因と

なる場合があります。  

 

 

 モニターを移動する場合は、電源スイッチを切り、電源プラグを抜く。 モニター

を動かす前に、アンテナ用ケーブルやその他の装置に接続するケーブルな

ど、すべてのケーブルが外れていることを確認してください。 

ケーブルを外さないと、ケーブルの損傷、火災や感電の原因となることがありま

す。 (クラス1の機器のみ。)  

 

 

 製品の移動は、2 人以上で行ってください。 

製品を落下させると、動作不良や人体への傷害を発生させることがあります。 



 

 

 小さなお子様が製品にぶら下がったりしますと、製品が破損する可能性がござ

いますので、小さなお子様の手に届かない場所に設置してください。 

破損した製品は、けがの原因となることがあり、場合によっては死亡の原因とな

ることがあります。  

 

 

 製品を長期間使用しないときには、電源プラグを抜いてください。 

ほこりの堆積や絶縁不良によって熱が発生し、漏電や火災が発生することがあ

ります。  

 

 

 子供の好きなもの（または子供が興味を持ちそうなもの）を製品の上に置かな

いでください。 

本体の上に置かれているものを取ろうとして、製品によじ登りますと、お子様が

転倒や落下をし、けがの原因や、場合によっては死亡の原因となることがありま

す。  

 

 

 リモコンから電池を取り外す時は、子どもが飲み込んだりしないよう注意しま

す。電池は子どもの手の届かない場所に保管します

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けてください。  

 

 

 電池を交換する時は、電池ホルダーの指示する向きに+/-極を正しく入れま

す。

方向を間違えると電池が破損または液漏れすることがあり、火災、けが、薬品汚

染(による損害)を招くことがあります。  

 

 

 指定の標準電池以外は使用しないでください。新しい電池と古い電池を同時

に使用しないでください。 

電池が破損または液漏れすることがあり、火災、けが、薬品汚染(による損害)を

招くことがあります。  

 

 

 バッテリ（および充電式バッテリ）はリサイクルしてください。 

お客様は、使用済みの充電式バッテリを公共のリサイクルセンターまたは同じタ

イプのバッテリおよび充電式バッテリを販売している店舗に返送することができ

ます。  
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製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

はじめに 

パッケージ内容

 

 

注意

• ご使用前に、以下の付属品が揃っているか確認してください。 

万一不足するものがあった場合、お客様ご相談ダイヤルか CSセンターまでご連絡ください。

別売品の購入については、日本サムスンの営業担当までお問い合わせください。

注意

• 同梱されているスタンドは一時的に設置するための簡易スタンドです。フロアに設置する場合は、別売のオプション

スタンドをご購入ください。  

 

 

モニタ本体 

 

 

取扱説明書 

簡単セットアップガイド 

保証書 

(日本国内においてのみ有効とな

ります。）

ユーザーズガイド、 MDC ソフトウ

ェア 

MagicNet ソフトウェア

 

 

ケーブル類

 

ミニD-Sub15ピンケーブル 

（アナログ接続） 
電源コード  

 

安全面での予防措置 

はじめに 

パッケージ内容 

お使いのモニター 

メカニカルレイアウト  

接続 

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

トラブルシューティング 

仕様 

情報 

付録 



 

その他

リモートコントローラー

電池(単四×2) 

(日本国内においてのみ有効とな

ります。） 

カバーホール

BNC-RCA 

アダプタージャック
簡易スタンド ねじ (4EA)

USBホルダー HDD カバー

 

 

別売品

壁掛け金具 スピーカーセット DVIケーブル 

BNCケーブル LANケーブル

 

お使いのモニター 

前面 

 



 

1) MENU

 
オンスクリーンメニューを開いたり、メニュー画面を終了したり、画面調整メニューを閉じるのに使用するボタンで

す。 

2) Navigateボタン（コントロールOSD(On Screen Display)メニュー）

  メニュー項目を縦に移動したり、選択したメニューの値を調整します。 

3) Adjust（調節） ボタン（コントロールOSD(On Screen Display)メニュー）

  あるメニューアイテムから他のアイテムに水平移動し、選択されたメニューの値を調整します。 

4) ENTER

  ハイライトされたメニュー項目を作動させます。 

5) SOURCE 

 

インジケータをオンにして、現在表示されている入力信号を表します。  

モニターに接続されている外部機器についてのみ、外部入力の変更が可能です。 Screenモードに変更する：  

[PC] → [BNC] → [DVI] → [AV] → [S-Video] → [Component] → [HDMI] → [MagicNet]  

>> アニメーション・クリップを見るには、ここをクリックします。 

6) PIP

 

ボタンを押すたびに、同時画面の信号ソースが変わります。  

BNC およびコンポーネントが同じ端末を使用しているため、画面上に 2 つ以上の PIP を重ねて表示することはで

きません。  

>> アニメーション・クリップを見るには、ここをクリックします。  

• PC

  AV / S映像 / コンポ一ネント / HDMI モ一ド

• BNC

  AV / S映像 / HDMI モ一ド

• DVI

  AV / S映像 / コンポ一ネント/ HDMI モ一ド

• AV / S映像 

  PC / BNC / DVI モ一ド

• コンポ一ネント

  PC / DVI モ一ド

• HDMI

  PC / BNC モ一ド

7) 電源ボタン 

  AV / S映像 / コンポーネント モ一ド 

8) 輝度センサー

 
この製品の輝度センサー機能は、明るさセンサーを使用して自動的に検知した周囲の明るさに合わせて輝度を調

整します。

9) 電源ランプ 

  正常作動中はライトが緑色に点灯します。 

10) リモコンセンサー

  モニターのこの部分に向けてリモコンを操作します。 

注意

•
このモニターは省電力のための内蔵型電源管理システムを備えています。このシステムはモニタが一定時間使用

されない場合に、モニタを低出力モードに切り替えることによってエネルギーを節約します。電力節約のため、使用



しないときや長時間席を離れるときはモニタをオフにしてください。

 

 

 

背面 

 

注意

• ケーブル接続に関する詳細情報については、 ｢セットアップ」-「モニタの接続」 をご参照ください。モニターの背面

パネルは、モニターのモデルによって、多少異なる場合があります。

 

 

 

1) POWER S/W ON [ | ] / OFF [O]

  モニターのオン/オフを切り替えます。

2) POWER IN 

 
電源コードのプラグをモニターおよびコンセントに差

し込みます。

 

 

3) REMOTE OUT/IN 

  モニターに接続して、有線リモコンを使用すること

ができます。

4) RS232C OUT/IN (RS232C Serial PORT)

  MDC（マルチデバイスコントロール）プログラムポ

ート 

5) DVI / PC / HDMI IN [PC/DVI/BNC AUDIO 

IN]PC/DVI/BNC オーディオ接続ターミナル 

(入力))

6) DVI / PC / HDMI IN [HDMI]

  HDMIケーブルをモニター背面の[HDMI]ポートに接

続します。

7) DVI / PC / HDMI IN [RGB] (PC Video 接続端

子) 

  DVIケーブル(DVI-D から DVI-D)を使用する - DVI

モード (デジタル PC)

8) DVI / PC / HDMI IN [DVI(HDCP)](PC Video 

接続端子) 

 
ミニD-Sub15ピンケーブルを使用する - PCモード 



(アナログ PC)

 

9) COMPONENT AUDIO IN [L-AUDIO-R] (コンポ

ーネントオーディオ接続ターミナル (入力))

10) BNC/COMPONENT OUT [R/PR, G/Y, B/PB, H, 

V] ((BNC Video接続端子/コンポーネント接続端

子（出力）) 

 

BNC (アナログPC) 接続：R、G、B、H、Vポートを接

続する  

コンポーネント接続：PR, Y, PBポートを接続する

11) BNC/COMPONENT IN [R/PR, G/Y, B/PB, H, V] 

(BNC Video接続端子/コンポーネント接続端子

（入力）) 

 

12) AV AUDIO IN [L-AUDIO-R] (MONITOR Audio接

続端子（入力） ) 

13) AV OUT [VIDEO] (Video 接続端子) ：AVモード

（出力） 

14) AV IN [VIDEO] (Video 接続端子) （入力） 

15) AV OUT [S-VIDEO] (S-Video 接続端子)：S-

Video モード（出力） 

16) AV IN [S-VIDEO] (S-Video 接続端子)（入力） 

17) EXT SPEAKER(8 Ω)[- - L - +, - - R - +] 

(Speaker（スピーカー） 出力 )

18) AUDIO OUT [L-AUDIO-R] (MONITOR Audio接

続端子（出力）)

  モニタ出力:PC、DVI、BNC を接続

 

   

19) LAN (LAN 接続端子)

20) USB (USB 接続端子)

  (キーボード / マウス、大容量記憶装置対応。) 

 

注意

• ループアウト用に接続できるモニタの数は、ケーブル、信号ソースなどの環境によって異なります。劣化の発生しな

いケーブルを使用した場合、1 つの信号ソースに 10 台のモニタを接続できます。 

 

21) ケンジントンロック

 

ケンジントンロックは、公共の場所で使用するときに

システムを固定するのに使用する装置です。（ロック

装置は、別途購入する必要があります） 

ロック装置は、別途販売店等でご購入ください。 

注意

• ケーブル接続の詳細については、 モニタの接続 の項を参照してください。

 

 

リモートコントローラー



 

注意

• リモコンの性能は、モニターの近くで動作しているTVやその他の電子機器の周波数干渉によって影響を受けること

があります。 

 

 

1. ON / OFF

2. MAGICNET 

3. MDC 

4. LOCK 

5. MagicNetボタン

6.+100 -/-- 

7. VOL 

8.  MUTE 

9.  TTX/MIX 

10.  MENU

11.  ENTER 

12.  P.MODE 

13. AUTO 

14.  ENTER/PRE-CH
15 .  CH/P 

16.  SOURCE 

17.  INFO 

18.  EXIT 

19. 上下左右の各ボタン

20.  S.MODE 

21. STILL 

22. FM RADIO 

23. P.SIZE 

24.  SRS

25.  DUAL/MTS 

26.  PIP

27.  SOURCE 

28. SWAP

29.  SIZE 

30.  REW
31.  STOP 
32.  PLAY/PAUSE 
33.  FF 

 

 

1) ON / OFF

  AV / S映像 / コンポーネント モ一ド 

2) MAGICNET

  MagicNetクイック起動ボタン

3) MDC 

 
（マルチディスプレイコントロール） 

MDC クイック起動ボタン 

4) LOCK 

  このボタンは電源およびLockボタンを除くリモートコントロールおよび全ての機能を有効または無効にします。 

5) MagicNetボタン

 

これらのボタンは MagicNet で使用します。 

• 英数字:Ｗｅｂ サイトのアドレスを入力するときにこのボタンを使用します。 

• DEL: バックスペースとして使用します。 

• SYMBOL: 記号を入力するときに使用します。(.、O、 _、 -、:、/) 

• ENTER: 入力するときに使用します。

6) +100 -/-- 

 

100以上のチャンネルを選択する場合に押します。  

例えば121チャンネルを選択する場合、“+100”を押してから“2”と“1”を押します。 

- このモニターでは使用できません。 

7) VOL

  オーディオ音量を調整します。

8)  MUTE



 
音声出力を一時的に止めます(ミュート)。  

ミュートモードでMUTEまたは - VOL + が押されると、音声が元に戻ります。

9)  TTX/MIX 

 
文字放送サービスによるTVチャンネルの文字情報が表示されます。 

- このモニターでは使用できません。

10)  MENU 

  オンスクリーンメニューを開いたり、メニュー画面を終了したり、画面調整メニューを閉じるのに使用するボタンです。

11)  ENTER 

  ハイライトされたメニュー項目を作動させます。 

12)  P.MODE 

 

このボタンを押すと、画面中央下に現在のモードが表示されます。 

 

AV / S映像 / コンポ一ネント : P.MODE  

モニターには工場出荷時にプリセットされた4つの自動映像設定があります。  

このボタンを押すと、プリセットされた各モードを順に表示します。  

( ダイナミック → 標準 → 映画 → ユ一ザ一調整 )  

 

PC/DVI/BNC : M/B (MagicBright™)  

MagicBrightは、最適な画像表示環境を提供する機能です。4種類のモード（ユーザー調整、テキストモード、インター

ネットモード、エンターテイメントモード）が使用でき、それぞれの明るさの値が設定されています。  

このボタンを押すと、プリセットされた各モードを順に表示します。  

( エンタ一テイメント → インタ一ネット → テキスト → ユ一ザ一調整 ) 

13) AUTO

 
画面表示を自動で調整します。(PC) 

コントロールパネルで解像度を変更した場合、自動調整機能が実行されます。

14)  ENTER/PRE-CH

 
このボタンを使用すると、直前のチャンネルに 戻ります。  

- このモニターでは使用できません。 

15)  CH/P 

 
TVモードでTVチャンネルを選択します。  

- このモニターでは使用できません。 

16)  SOURCE 

 
PCモードからビデオモードに切り替えます。  

モニターに接続されている外部機器についてのみ、外部入力の変更が可能です。 

17)  INFO 

  画面の左上隅に現在の映像情報が表示されます。 

18)  EXIT 

  メニュー画面を終了します。

19) 上下左右の各ボタン

  メニュー項目を横や縦に移動したり、選択したメニューの値を調整します。 

20)  S.MODE

 

このボタンを押すと、画面中央下に現在のモードが表示されます 。  

モニターはハイファイステレオアンプを内蔵しています。  

このボタンを押すと、プリセットされた各モードを順に表示します。  

( 標準 → 音楽 → 映画 → ニュ-ス → ユ一ザ一調整) 

21) STILL（静止）

 
特定の画面を通して動きを止める場合に押してください。静止状態からスタートさせる場合は、再び同じボタンを押し

てください。 

22) FM RADIO 

 

FMラジオをオン/オフする。  

信号が弱い地域では、FM RADIO放送中に雑音が発生することがあります。  

PC/DVIモードでは、音声のみをFMラジオに設定します。  

通常の映像外部入力モードでは、FMラジオを設定すると画面がオフになります。  

- このモニターでは使用できません。 

23) P.SIZE 

  画面サイズを変更する場合に押してください。 

 SRS



24)

  SRS

25)  DUAL/MTS 

 

 

- このモニターでは使用できません。 

DUAL-

モニターがTVモードの時、リモコンのDUALボタンでステレオかモノラルを選択します。 TV視聴中にリモコンの音声

多重(DUAL)ボタンを押すと、放送タイプによってステレオ/モノラル、音声多重l/音声多重ll、モノラル/NICAMモノラ

ル/NACAMステレオが動作します。モノラル/ステレオ、音声多重l/音声多重ll、モノラル/NICAMモノラル、モノラ

ル/NICAMステレオを切り替えます。 

MTS-

音声多重(マルチチャンネルTVステレオ)モードも選択できます。 

  オーディオタイプ MTS/Sモード デフォルト

FM ステレオ

モノラル モノラル
手動変更

ステレオ モノラル ↔ ステレオ

SAP モノラル ↔ SAP モノラル

26)  PIP 

  ボタンを押すたびに、同時画面の信号ソースが変わります。

27)  SOURCE

  映像外部入力を選択します。 (PIP) 

28) SWAP

 
同時画面の画像と主画面の画像を入れ替えます。  

同時画面の画像がメイン画面に表示され、メイン画面の画像が同時画面に表示されます。 

29)  SIZE 

  画像サイズを切り換えできます。(PIP) 

30)  REW

  巻き戻し

31)  STOP 

  停止

32)  PLAY / PAUSE 

  再生 / 停止

33)  FF 

  早送り
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メカニカルレイアウト | モニター本体 | スピーカー（別売品）

1. メカニカルレイアウト

2. モニター本体



3. スピーカー（別売品）

壁掛け金具、スピーカーセット、オプションスタンド等の別売品のご購入につきましては、日本サムスン営業
担当または販売店にお問い合わせください。  





言語の選択 メインページ

モデル

SyncMaster 570DXn

 

製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

接続 

オプションスタンドを設置する

 

 

注意

• 備え付けのボルトをご使用ください。 

 

注意

指定外の部品を使用して生じた損害については、一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

簡易スタンドを取り付ける 

 

左側のスタンド   右側のスタンド

注意

背面に「注意」ラベルを貼ってください。 

 

1) 製品を保護するために、アクセサリーにカバーホールが含まれています。これは、スタンドを挿入するモニター底面

の穴を保護するものです。お使いのモニターにウォールマウントキットをを率蹴る場合は、この穴にカバーホールを

使用してください。 

3) モニター底面の穴にこれを挿入します。カバーホールに付属するネジをマークのある場所に挿入し、しっかりと締め

付けます。

 

注意

解像度は、製品のモデルによって異なる場合があります。最適な解像度の詳細については、ユーザーマニュアルを

参照してください。  

 

 

安全面での予防措置 

はじめに 

接続 

オプションスタンドを設置する 

モニタの接続  

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

トラブルシューティング 

仕様 

情報 

付録 



モニタの接続 

 

 

電源プラグのア―スリ―ド線を接地(ア―ス 接続)する 

 

故障のときに感電の原因になります。  

ア―ス接続は必ず電源プラグをコンセントにつなぐ前におこなってください。 

また、ア―ス接続を外す場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてからおこなってください。 

 

注意

• お使いのコンピュータ同様に、DVD、ビデオデッキまたはビデオカメラのようなAV入力デバイスも、モニターに接続

できます。 AV入力デバイスの接続に関する詳細情報については、「モニターを調節する」 のユーザーコントロール

を参照してください。

 

 

コンピュータに接続する

 

1) モニター用の電源コードをモニターの背面にある電源端子に接続します。 

電源スイッチを入れます。

2) 信号ケーブルをモニターに接続する方法は3つあります。  

次の中から一つ選択します。 

2-1) ビデオカードにあるミニD-sub15ピン (アナログ) コネクターを使用する。  

モニター背面にある15ピンのRGBポートに信号ケーブルを接続します。 

2-2) ビデオカードにあるDVI (デジタル) コネクターを使用する。  

モニター背面にあるDVI ポートにDVI(HDCP)ケーブルを接続します  

2-3)

ビデオカードにあるBNC (アナログ) コネクターを使用する。  

BNCケーブルをモニターの背面にある BNC/コンポーネント IN - R、G、B、H、Vポートに接続します。  



3) モニター用のオーディオケーブルをコンピューターの背面にあるオーディオポートに接続します。

注意

• コンピュータとモニターの電源を入れます。 

注意

• DVIケーブルとBNCケーブルは同梱されておりません。お近くの販売店でお求めください。 

 

 

AV入力デバイスに接続する

 

1) ビデオデッキまたはビデオカメラのようなAV入力デバイスは、S-VHSケーブルまたはBNCケーブルを使用しなが

ら、モニターの背面にあるAV IN [VIDEO]接続端子または AV IN [S-VIDEO]接続端子に接続されます。

2) ビデオデッキまたはビデオカメラのAudio (L) (左音声)端子とAudio (R)(右音声)端子を、オーディオケーブルを使用

しながらモニターの、AV AUDIO IN [L-AUDIO-R]接続端子に接続します

注意

• モニターのフロントまたはリモートコントローラーのSourceボタンを使用しながら、ビデオデッキまたはビデオカメラ

に接続されるAVまたはS-Videoを選択します。

• それから、テープを挿入して、ビデオデッキまたはビデオカメラをスタートさせます。 

注意

• S-VHSケーブルとBNCケーブルは同梱されておりません。

 

 

 

DVDプレーヤーに接続する 

 



1) モニターにあるコンポーネント Audio接続端子とセットトップボックスにあるCOMPONENT AUDIO IN [L-AUDIO-R]ジ

ャック間をオーディオケーブルにより接続します。

2) モニターにあるBNC/COMPONENT IN - PR, Y, PB portポートとセットトップボックスにあるPR, Y, PBジャック間を 

DVDケーブルにより接続します。 

注意

• モニターのフロントまたはリモートコントローラーにあるSourceボタンを使用しながら、DVDプレーヤーに接続される

コンポーネントを選択します。 

• それから、DVDディスクを挿入して、DVDまたはビデオカメラをスタートさせます。 

注意

• コンポーネントビデオの説明に関しては、DVDプレーヤーの取扱説明書を参照してください。

 

 

 

ビデオカメラを接続する 

 

1) ビデオカメラにあるA/V 出力ジャックの位置を確認します。通常、ビデオカメラの側面または背面にあります。  

ビデオカメラにあるAUDIO OUTPUTジャックとモニターにあるAV AUDIO IN [L-AUDIO-R]接続端子間をオーディオ

ケーブルにより接続します。

2) ビデオカメラにあるVIDEO OUTPUTジャックとモニターにあるAV IN [VIDEO]接続端子間をビデオケーブルにより接

続します。

注意

• モニターのフロントまたはリモートコントローラーにあるSourceボタンを使用しながら、ビデオカメラに接続されるAV

を選択します。

• それから、テープを挿入して、ビデオカメラをスタートさせます。

注意

• ここで示されているオーディオビデオケーブルは、ビデオカメラと一緒に付属されています。（見当たらない場合は、

お近くの電気店に確認してください。）ビデオカメラがステレオの場合は、接続するために2本のケーブルが必要で

す。

 

 

 



セットトップボックスに接続する 

 

注意

• 通常のセットトップボックスは、以下のように接続されます。

 

1) モニターにある BNC / COMPONENT IN - PR, Y, PBポートとセットトップボックスにあるPR, Y, PBジャック間を コ

ンポーネントケーブルにより接続します。 

2) モニターにあるCOMPONENT AUDIO IN [L-AUDIO-R]接続端子とセットトップボックスにあるAUDIO OUTジャック間

をオーディオケーブルにより接続します。 

注意

• モニターのフロントまたはリモートコントローラーにあるSourceボタンを使用しながら、セットトップボックスに接続す

るコンポーネントを選択します。 

注意

• コンポーネントビデオの説明に関しては、セットトップボックスの取扱説明書を参照してください。

 

 

 

スピーカーの接続

 

注意

• ねじを使用して、スピーカーをモニターセットに固定します。  

* スピーカセットは、スピーカスタンドを使わずに取り付けます。

注意



• スピーカー接続ケーブルを、モニターセット後部およびスピーカーの後部にあるスピーカー接続ジャックに接続しま

す。

注意

• モニターセットとスピーカーが接続された状態でモニターを移動しないでください。

 

 

 

オーディオシステムに接続する 

 

注意

• AUDIO SYSTEMにあるAUX L、Rジャックとモニターにある AUDIO OUT [L-AUDIO-R]接続端子間をオーディオケ

ーブルで接続します。

 

 

有線リモコンへの接続

 

 

注意

• REMOTE OUT端子から他の機器のリモコン信号を受信できるようにして、モニターを制御することができます。 

 

• REMOTE IN端子から他の機器からのリモコン信号を受信できるようにして、機器を制御することができます。

注意

• 制限事項:他の機器が有線リモコン入出力端子を持っている場合にのみ利用できます。

 

 

HDMIの接続 

 



注意

• HDMIケーブルを使用して、デジタルDVDなどの装置をモニターのHDMI IN端子に接続します。 

注意

• PCをHDMI IN端子に接続することはできません。 

 

 

DVI - HDMI ケーブルを使用して接続する

 

1) デジタル出力デバイスのDVI出力端子をDVI - HDMIケーブルを使用して、モニターのHDMI IN端子に接続します。 

2) RCA - ステレオ（PC用）ケーブルの赤および白のジャックをデジタル出力デバイスの同じ色の音声出力端子に接続

し、反対側のジャックをモニターのHDMI/PC DVI-D AUDIO IN端子に接続します。 

 

 

LAN ケーブルの接続

 

1) LAN ケーブルを接続します。 



 

 

USB の接続 

 

1) マウスやキーボードなどの USB 機器を接続することができます。 

 

 

USBホルダーの使用

 

 

ポータブルメモリスティックや、モニター背面のUSB端子に接続された小型の外部デバイスは、使用時に紛失してしま

う可能性があります。外部デバイスを取り付けた後にUSBホルダーを取り付けることで、盗難や紛失を防ぐことができ

ます。

   

 

   

 

  1) USBホルダーの部品  を、モニター背面の部品  の溝に挿入します。

   

 



 

 

2) USBホルダーの の部分を、モニター背面の の部分の一番下にある溝に合わせます。 

 

USBホルダーの の部分を、モニター背面の の部分の一番下に合わせます。 

   

 

 
3) ステップ[2]で位置を合わせた溝にネジを差し込んで締めます。

と の位置を合わせ、ネジを使って固定します。

 

 

HDD カバーの使用

 

  外付けの 2.5" USB ハード ディスクを取り付けることができます。

 

1)  を  上部の溝に挿入し、  を  の底面にある溝に押し込みます。. 

外付けハード ディスクの USB ケーブルは、  の部分からモニターの USB コネクタに接続することができます。

2) 部品が正しく固定されているかどうかチェックします。 



注意

• HDD カバーを取り外すときは、  の部分を少し引っ張ります。
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言語の選択 メインページ

モデル

SyncMaster 570DXn

 

製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

モニターの調整  

入力

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

外部入力

[MENU] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

外部入力 モニターに接続されたPC、BNC、その他外部入力の選択に使用。  

お好みの画面の選択に使用します。 

1) PC

2) BNC

3) DVI

4) AV

5) S映像

6) コンポ一ネント

7) HDMI

8) MagicNet

注意

• モニターが外部ソースに切り替わると、同時画面はオフになります。

• PCおよびDVIの場合は、ケーブルが切り離されると無効になります。 

 

 

同時画面 

VTRやDVDなどの外部A/V機器がモニターに接続されている場合、同時画面機能によってPC映像信号上にスーパーイ

ンポーズされた小さなウィンドウから、それら機器の映像を視聴できます。 

注意

• BNCおよびコンポーネントが同じ端末を使用しているため、画面上に2つ以上のPIPを重ねて表示することはできま

せん。

• 4：3の表示の時にはPIPをご使用になれません。

 

1) 同時画面 

  [MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  同時画面をオン・オフします。 

 
- オフ 

- オン

2) 外部入力 

 

  [MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  同時画面の外部入力を選択します。 

  - PC : AV / S映像 / コンポ一ネント / HDMI モ一ド

  - BNC : AV / S映像 / HDMI モ一ド

安全面での予防措置 

はじめに 

接続 

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

入力 

映像 

[PC / BNC /DVI モード] 

映像 

[AV / S映像 / コンポ一ネン

ト/ HDMI モ一ド] 

音声  

設定  

マルチコントロール 

直接機能  

MagicNet 

トラブルシューティング 

仕様 

情報 

付録 



  - DVI : AV / S映像 / コンポ一ネント モ一ド

  - AV / S映像 : PC / BNC / DVI モ一ド

  - コンポーネント : PC / DVI モ一ド

  - HDMI : PC / BNC モ一ド

3) 主副切換 

 

  [MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

 
同時画面の画像と主画面の画像を入れ替えます。  

同時画面の画像がメイン画面に表示され、メイン画面の画像が同時画面に表示されます。 

4) サイズ 

 

  [MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  同時画面ウィンドウのサイズを変更します。 

5) ポジション 

 

  [MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  同時画面ウィンドウの位置を変更します。 

6) 透明 

 

  [MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  同時画面ウィンドウの透明度を調整します。 

 

- 高 

- 中 

- 低 

- 不透明 

注意

• サイズで , , を選択した場合は、ポジションは有効になりません。 

利用可能なモード : 同時画面

 

 

外部入力名編集 

 

[MENU] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

入力ジャックに接続されている入力機器に名称を付け、外部入力の選択をより簡単にします。

1) PC

2) BNC

3) DVI

4) AV

5) S映像

6) コンポ一ネント

7) HDMI

 

映像 [PC / BNC / DVIモード ]

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

MagicBright™ 

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

MagicBright™ は、表示している画像の内容に合わせて最適な表示環境を提供するための新しい機能です。 現在、4 

つのモード：エンターテイメント, インターネット, テキスト および ユーザー調整 が利用できます。 各モードは、あらかじ

め設定された輝度値を持っています。 [MagicBright™]ボタンを押すだけで、4 つの設定から1つを選択することができま

す。

1) エンターテイメント 

  DVD、オンラインゲームなどの動画の再生 に最適な明るさ。

2) インターネット

  文字と画像が混在した画像を扱う時に最適な 明るさ。

3) テキスト 



  文書作成など、文字に関わる作業に最適な明るさ。

4) ユーザー調整 

  お好みの明るさとコントラストに調整できます。 

 

 

ユ一ザ一調整 

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] / [< / >] → [ENTER] 

オンスクリーンメニューからお好みのコントラストと明るさに変更できます。 

1) コントラスト 

  コントラストを調整します。 

2) 明るさ

  明るさを調整します。 

注意

• ユ一ザ一調整機能を使用して映像を調整する場合、 MagicBrightがユ一ザ一調整モードになります。 

 

 

 

色温度 

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

色の階調を変更できます。 

1) オフ

2) 青色系 

3) 標準 

4) 赤色系 

5) ユーザー調整  

（PC/BNCモードでのみ使用可） 

注意

• 色温度を青色系、標準、赤色系、またはユーザー調整に設定した場合、色温機能は無効になります。

• 色温度をオフに設定している場合、カラー調整機能が無効になります。

 

 

カラー調整 

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER] 

赤、緑、青の色を個別に調整します。 

（PC/BNCモードでのみ使用可） 

1) 赤 

2) 緑

3) 青

注意

• 色調機能を使用して映像を調整する場合、色温度がユ一ザ一調整モードになります。

 

 

 

色温 

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER]

色温 はモニターの「暖かさ」の意味です。 

(色温度 がオフに設定されている場合にのみ有効になります。)

 

 

明るさセンサー

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER]

輝度センサーは、自動的に周囲の光を検知して、最適な輝度になるように調整を行います。 

1) オフ 

2) オン 



 

 

 

画面調整 

 

微調整時にはイメージロックが働き、ノイズを除去して画像のちらつきやゆらぎを抑えることで最適な画質を実現しま

す。満足のいく画質が得られない場合はまず微調整を行い、粗調整を行った後に再び微調整を行ってください。  

（PC/BNCモードでのみ使用可） 

1) 粗調整 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER] 

 
縦縞などのノイズを除去します。粗調整では、画面イメージ領域が移動する場合があります。[Horizontal Control] 

メニューを使用して、中央に位置合わせできます。 

2) 微調整  

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] →[ENTER] → [< / >] → [ENTER] 

 
横縞などのノイズを除去します。微調整後もノイズが残る場合は、周波数(クロックスピード)調整後に再度調整しま

す。 

3) ポジション 

 
[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] →[ENTER] → [< / >] / [∧ / ∨]→ 

[ENTER] 

  画面位置を水平および垂直に調整します。

 

 

自動調整 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

微調整、粗調整、ポジションの値が自動的に調整されます。  

コントロールパネルで解像度を変更した場合、自動調整機能が実行されます。  

（PC/BNCモードでのみ使用可） 

 

 

信号バランス 

信号ケーブルが長いため弱くなっている RGB 信号を補強します。  

（PC/BNCモードでのみ使用可） 

1) 信号バランス 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  信号ケーブルが長いため弱くなっている RGB 信号を補強します。 

2) 信号制御 

 
[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → 

[∧ / ∨] → [< / >] → [ENTER] 

  R位相、G位相、B位相、増幅およびシャープネスを手動で調整することができます。 

 

 

サイズ 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

サイズを切り替えられます。

1) 16:9 

2) 4:3

 

 

PIP 映像 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → 

[∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER] 

同時画面設定を調整できます

1) コントラスト 

  同時画面ウィンドウのコントラストを調整します。 

2) 明るさ

  同時画面ウィンドウの明るさを調整します。 



3) シャ一プネス 

  同時画面ウィンドウの明暗差の調整に使用します

4) 色の濃さ 

  同時画面ウィンドウの色の濃さを調整します。 

5) 色あい

 

同時画面ウィンドウの色あいを調整します。 

AV, S-映像からの映像を、PC, BNCおよびDVI（PC）モードの同時画面で表示することができます。ビデオ信号が

NTSCの場合にのみ動作。

利用可能なモード : 同時画面

 

映像 [ AV / S映像 / コンポ一ネント/ HDMI モ一ド]

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

モード

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

モニターには工場出荷時にプリセットされた4つの自動映像設定(“ダイナミック”、“標準”、“映画”、“ユーザー調整”)が

あります。 

ダイナミック、標準、映画、ユーザー調整のうち一つを有効にできます。 

1) ダイナミック 

2) 標準 

3) 映画 

4) ユーザー調整 

 

 

ユ一ザ一調整

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER] 

オンスクリーンメニューからお好みのコントラストと明るさに変更できます。 

1) コントラスト 

  コントラストを調整します。 

2) 明るさ

  明るさを調整します。 

3) シャ一プネス 

  画像のシャープネスを調整します。 

4) 色の濃さ 

  画像の色の濃さを調整します。 

5) 色あい

 
ナチュラルトーンを標示に追加します。  

AVおよびS映像モードでのみ動作します。ビデオ信号がNTSCの場合にのみ動作。

 

 

色温度 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

色の階調を変更できます。コンポーネントの個別色もユーザー調整可能です。

2) オフ

2) 青色系2

3) 青色系1

4) 標準 

5) 赤色系1 

6) 赤色系2

注意

• 色温度を青色系、標準、赤色系、またはユーザー調整に設定した場合、色温機能は無効になります。

 

 



色温 

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER]

色温 はモニターの「暖かさ」の意味です。 

色温度 がオフに設定されている場合にのみ有効になります。)

 

 

サイズ 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

サイズを切り替えられます。

1)16:9

2)ズ一ム 1 

3)ズ一ム 2

4)4:3

[ズ一ム 1、ズ一ム 2は、コンポーネントおよびHDMIの1080i（または720p超）では使用できません。]

 

 

明るさセンサー

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER]

輝度センサーは、自動的に周囲の光を検知して、最適な輝度になるように調整を行います。 

1) オフ 

2) オン 

 

 

 

ダイナミックコントラスト

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨]→ [ENTER]

ダイナミックコントラストは、入力される映像信号を自動的に検出し、最適なコントラストとなるように調整を行います。

1) オフ 

2) オン 

 

 

デジタルNR (デジタルノイズリダクション ) 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

ノイズ除去機能をオフ / オン できます。 

デジタルノイズ除去機能は、よりクリアで生き生きとした画像を実現します。

1) オフ 

2) オン 

 

 

フイルムモ一ド 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

フィルムモードをオフ / オン できます。 

フィルムモード機能では、映画館レベルの視聴クオリティーを提供します。 

（HDMIモードでは使用不可）

1) オフ 

2) オン 

 

 

PIP 映像 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] →[< / 

>] → [ENTER] 

同時画面設定を調整できます



1) コントラスト 

  同時画面ウィンドウのコントラストを調整します。 

2) 明るさ

  同時画面ウィンドウの明るさを調整します。 

利用可能なモード : 同時画面

 

音声

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

モード

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

モニターはハイファイステレオアンプを内蔵しています。 

1) 標準 

  工場出荷時の設定に戻すには標準を選択します。 

2) 音楽 

  ミュージックビデオやコンサートを視聴する場合は、音楽を選択します。

3) 映画 

  映画を視聴する場合は、映画を選択します。 

4) ニュース 

  大部分が会話で構成される番組(ニュースなど) を視聴する場合は、ニュースを選択します。 

5) ユーザー調整 

  お好みで設定を調整したい場合は、ユーザー調整を選択します。 

 

 

ユ一ザ一調整 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER] 

音声設定はお好みに合わせて調整できます。 

1) 低音 

  低音を強調します。 

2) 高音 

  高音を強調します。

3) バランス 

  左右のスピーカーの音声バランス調整ができます。

[ヘッドフォン接続時、左右スピーカーの音声バランスを「 0 」に調整した場合でも、無音にはなりません。ご了承

ください。]

注意

• ユ一ザ一調整を使用して音声を調整する場合には、モードがユ一ザ一調整 になります。

 

 

自動音量 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

放送局との音量の差を低減します。 

1) オフ 

2) オン 

 

 

SRS TS XT 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

SRS TS XTは、2台のスピーカーで5.1チャンネルのコンテンツを再生するときの問題を解決する特許取得済みのSRS技



術です。 TruSurroundは、テレビの内蔵スピーカーなどのスピーカー2台で構成される再生システムで、素晴らしい仮想

サラウンド音声環境を実現します。 

すべてのマルチチャンネルフォーマットと完全な互換性があります。

1) オフ 

2) オン 

 

 

音声選択 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

同時画面がオンの場合、主画面か副画面を選択できます。

1) 主画面 

2) 副画面

[利用可能なモード : 同時画面]

 

設定 

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

言語 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

11の言語のいずれかを選択できます。 

注意

• 言語の選択は、OSDの言語にのみ反映されます。 

コンピュータ上で実行されるソフトウェアには影響しません。

 

 

時刻 

時刻設定、スリープ タイマー、オンタイマー、オフタイマーの 4 つのうち、いずれかのタイマー設定を選択します。 

1) 時刻設定 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER]

  現在の時刻を設定します。

2) スリープ タイマー 

 
[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] →[< / >] → [∧ / ∨] → 

[ENTER] →[< / >] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

 
指定した分数が過ぎるとモニターが自動的にオフになるよう設定します。  

(オフ, 30, 60, 90, 120, 150, 180)

3) オンタイマー 

 
[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >] → [∧ / ∨] → 

[ENTER] 

 
あらかじめ設定した時刻にモニターが自動的にオンになるよう設定します。 

モニターが自動的にオンになる際のモード、音量レベルを調整します。 

4) オフタイマー 

 
[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] →[< / >] → [∧ / ∨] → 

[ENTER] 

  あらかじめ設定した時刻に、指定した音量レベルおよびモードでモニターが自動的にオフになるよう設定します。 

注意

• 時刻設定を行わずにオンタイマー, オフタイマーでオンを選択すると、「先に時刻を設定してください」と表示されま

す。



 

 

メニューの背景透明度 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

OSD背景の透明度を変更します。

1) 高

2) 中

3) 低

4) 不透明 

 

 

安全ロックPIN 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [0~9] → [0~9] → [0~9] 

パスワードを変更できます。

 

 

省電力

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [MENU] 

この機能は、省エネのためにユニットの電力消費の調整を行います。

1) オン 

2) オフ 

注意

• スタンバイ時の消費電力を減らすには、省電力をオンに設定します。ただし、省電力がオンになっているときには、

MDCのリモートPower On 機能およびMagicNetのWOL (Wake On LAN)機能は使用できません。

 

 

 

HDMI 黑しベル

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [MENU] 

DVDまたはセットトップボックスがHDMIを経由してテレビに接続されている場合、接続している外部デバイスによって

は、ブラックレベルの上昇、コントラストの低下、変色などの画質の低下の原因となることがあります。この場合には、

HDMI black levelを設定してテレビの画質を調整してください。

1) 標準

2) 低

 

 

画像分割

ビデオウォールは、各スクリーンが画面全体の一部になるように表示したり、同じ画像を各スクリーンに繰り返し表示で

きるように接続されたビデオスクリーンのセットです。 

ビデオウォールがオンになっているときは、ビデオウォール画面設定を調整することができます。 

1) 画像分割 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  選択したディスプレイのビデオウォール機能のオン/オフを切り替えます。 

 
- オフ 

- オン 

2) フォーマット 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] →[ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  分割したスクリーンを表示するフォーマットを選択できます。

 

- フルモード 

  余白なしに全画面表示を行います。

- ナチュラルモード  

  元の縦横費を保ったまま、自然な画像を表示します。 

3) 水平 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] →[ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  水平方向に画面をいくつの部分に分割するかを設定します。 



  - 画像分割は、1、2、3、4、および5 の5段階で調整を行います。

4) 垂直 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] →[ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  垂直方向に画面をいくつの部分に分割するかを設定します。

  - 画像分割は、1、2、3、4、および5 の5段階で調整を行います。

5) 画面分割 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

 
スクリーンは分割できます。  

多数のスクリーンを異なるレイアウトや分割方法にすることができます。 

 

• [画面分割]からモードを選択します。 

• [表示選択]からディスプレイを選択します。

• 選択したモードの数字をオスと、配置が設定されます。 

注意

• 画面分割の実行中は、同時画面、自動調整、画面調整およびサイズ機能は使用できません。

同時画面の実行中に画面分割を起動すると、同時画面オフになります。 

画像分割は、MagicNetモードでは動作しません。 

 

 

 

画面保護 

ライト調整 機能は、静止画が画面上に長時間表示されたときに発生することのある残像を防止するのに使用します。 

- ライト調整 機能は、一定の時間感覚で画面をスクロールします。 

- この機能は、電源がオフになっているときには使用できません。 

1) 画面保護 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

  ライト調整 機能をオンまたはオフにします。 

 
- オフ 

- オン 

2) 間隔 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨]→ [ENTER] →[∧ / ∨] → [ENTER]

 

ライト調整 操作を実行する間隔を指定します。 (1～10時間 ) 

時間は、電源がオンになっている時間を元に計算されます。 

既定値では、時間は5秒に設定されています。 

  - 1～10時間 

3) 秒 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨]→ [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] 

 
ライト調整 操作を実行する間隔を指定します。（1～5秒） 

既定値では、時間は5秒に設定されています。

 
- タイプ-スクロール : 1~5 秒 

- タイプ-ピクセル, バー, 消去 : 10~50 秒 

4) タイプ 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER]

  安全画面タイプを変更できます。

 

- スクロール

- ピクセル

- バー

- 消去

 

 

解像度の選択 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨]→ [ENTER]

コンピュータのグラフィックカードの解像度を1024 x 768 @ 60Hz、1280 x 768 @ 60Hz、1360 x 768 @ 60Hzまたは1366 

x768 @ 60Hzに設定したときに画面が正常に表示されない場合は、この機能（Resolution Select）を使用して指定した解

像度で画面を表示することができます。 

（PC/BNCモードでのみ使用可）

1) オフ 

2) 1024 X 768 

3) 1280 X 768 

4) 1360 x 768

5) 1366 X 768 



注意

• メニューの選択は、画面解像度が1024 x 768 @ 60Hz、1280 x 768 @ 60Hz、1360 x 768 @ 60Hzまたは1366 x768 @ 

60Hzに設定されているときにのみ可能です。

 

 

 

ライト調整 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [< / >] → [ENTER]

エネルギー消費を抑えるため、インバーターランプの調整に使用します。

注意

• この機能は、AV、S-Video、ComponentおよびDVI-VideoモードでダイナミックコントラストがOnになっているときに

は動作しません。

 

 

 

電源がオンになる時間

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [∧ / ∨]→ [ENTER]

画面の電源がオンになる時間を調整します。 

*注意: 過電圧を避けるために、電源がオンになる時間を長く設定します。

 

 

 

ﾌｧﾝ

 

[MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨]→ [ENTER]

ファンを調整します。 

1) 標準

2) ピボット 

注意

• モニターを回転するときは、ﾌｧﾝはピボットを選択します。

 

 

 

リセット

ピクチャパラメータが、工場出荷時のデフォルト値に変更されます。 

DVIソースの場合、リセット機能はPC/DVIを使用しているときにのみ利用できます。

1) 画像リセット  

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [< / >]→ [ENTER] 

（PC/BNCモードでのみ使用可）

2) カラー リセット  

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [< / >]→ [ENTER]

注意

• リセット機能は、画像分割がオンのときには使用できません。

 

 

マルチコントロール

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet



マルチコントロール

SET に個別の ID を割り当てます。 

1) ID 設定 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [0~9] 

SET に固有の ID を割り当てます。 

2) ID 入力 

  [MENU] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [∧ / ∨] → [ENTER] → [ENTER] → [0~9] 

SET ごとに送信機の機能を選択します。送信機設定に対応する ID を持つ SET のみが有効になります。 

 

直接機能

 

 

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

MAGICNET 

MagicNet OSD 画面に移動します。 

 

 

MDC 

マルチ コントロール OSD 画面に移動します。 

 

 

LOCK 

ロックの設定を行うことができます。 

1) ロック使用  

  ロックされます。 

2) ロック解除 

  ロックが解除されます。 

注意

• ロック機能を設定しているときには、リモコンと本体のpowerおよびLOCKボタンのみが使用できます。 

 

 

モニターにプリセットされているパスワードは「0000」です。

注意

• ファンクションキーlockのパスワードのリセット。 

MUTE → 1 → 8 → 6 → Onを押します。 パスワードが「0000」にリセットされます。

パスワードをリセットするには、リモコンが必要です。

 

 

MagicNet

利用可能なモード

PC / BNC / DVI

AV

S映像

コンポーネント

HDMI

MagicNet

注意



• このモニターセット用のオペレーティングシステムは、英語のみをサポートしているため、その他の言語は正常に表

示されません。 

• MagicNet の場合は、リモコンを使用してこの操作を実行できます。ただし、独立した USB キーボードの使用をお勧

めします。 

• デバイスモードでの起動中に周辺機器を取り外すと、エラーが発生することがあります。 電源がオフになっている

ときか、プレーヤーが正常に動作しているときにのみ周辺機器の取り外しを行うようにしてください。 

• ネットワークに使用されている LAN ケーブル（例:ビデオ表示）を外さないでください。外した場合には、プログラム

（MagicNet）が停止することがあります。ケーブルを外したら、システムを再起動してください。 

• USB機器に使用されている LAN ケーブル（例:ビデオ表示）を外さないでください。外した場合には、プログラム

（MagicNet）が停止することがあります。 

• MagicNetのSOURCE（ソース）ボタンを押して、他の入力信号に切り替えます。

• モニターにプリセットされているパスワードは「000000」です。 

• サーバープログラムのPower-Onオプションは、モニターの電源が完全にオフになっている場合にのみ機能します。 

モニターのシステムエラーの原因となる場合がありますので、モニターの終了中にPower-Onオプションを使用しな

いようにしてください。 

• MagicNet の OSD 画面は、ネットワークとデバイスで同じです。 

• MagicNet Server プログラムで MagicNet を使用している場合は、ネットワークモードで使用できます。 

• モニタに直接接続されたデバイスで MagicNet を使用しているときは、デバイスモードで使用できます。 

 

注意

• MagicNet画面に直接移動するには、ALT + F12を押します。 

• WindowsでMagicNetを設定するには、キーボードとマウスが必要になります。 

• WindowsでMagicNetを設定する方法については、MagicNet Serverのヘルプを参照してください。

 

 

 

Photo

JPEG,BMPファイルフォーマットがサポートされています。 

1) Auto

  画像をウィンドウに自動的に適合します。

  Original 

  オリジナルファイルのプロパティをそのまま表示します 

2) Slide Show 

  ライブラリに登録された画像ファイルを１つずつ表示します。 

3) Interval 

 

スライドショー画像ファイル間の切替え速度をコントロールします。 

 

(5 Sec, 10 Sec, 20 Sec, 30 Sec, 60 Sec) 

4) Rotation 

  画像ファイルを右方向に90°回転させて表示します。 

5) Zoom 

  拡大画像を表示します。

6) Close 

  画像ファイル表示ウィンドウを閉じて終了します。

 

 

Music

MP3ファイルフォーマットがサポートされています。 

 

 

Movie 

MPEG1, WMVファイルフォーマットがサポートされています

1) Play 



  動画ファイルを再生します。 

2) Full Size 

  動画ファイルを全画面で再生します。

 

 

OFFICE / HTML

PPT(Power Point), DOC(MS Word), XLS(MS Excel), PDF, HTML, HTM ファイルフォーマットがサポートされています 

* 適切な閲覧（フリーウェア）プログラムをインストールして、MS Office（Word、Excel、Power Point）またはPDF文書を表

示します。

 

 

Internet

インターネットに接続します。

 

 

Setup 

MagicNetモードの各種機能を設定できます。 す。  

Setupモードにアクセスするには、パスワードを入力する必要があります。 

1) Schedule View

  スケジュールを表示します。

2) TCP/IP

  TCP/IP 設定を変更できます。

3) Connection

  ネットワーク設定を変更できます。 

4) Password

  パスワードを変更できます。

 

• パスワードは、6～12個の数字になります。  

（パスワードは、6～12個の数字で入力します） 

• 誤ったパスワードを3回入力すると、セットアップ設定がリセットされ、サーバーからの警告メッセージが表示され

ます。 

• パスワードを忘れた場合には、リモコンからInfo、8、2および4を入力して、パスワードを初期化します。これによ

って、Setupモードのそれまでの設定はリセットされます。 

5) File

  Local : ローカルまたはリムーバブルディスクの両方で、ファイルの削除またはコピーを行うことができます。  

6) Play Option

  繰り返し再生および画面設定を設定することができます。

 

Repeat : 動画および音楽の再生時の繰り返しオプションを指定します。

• None - >動画または曲を1回だけ再生するには、No Repeatを選択します。

• File Repeat - 動画または曲を繰り返し再生するには、Repeat Fileを選択します。

• List Repeat - リスト内の動画または曲を繰り返し再生するには、Repeat Listを選択します。

Rotation - 画像の方向を設定します。

• Landscape - 画面の解像度を1366x768ピクセルに設定します。

• Portrait - 画面の解像度を768x1366ピクセルに設定します。

   

注意

• 操作中は、AC電源をオフにしないことを強く推奨します。 

注意

• ピボット機能のあるモニターでは、透明チッカーはサポートされていません。. 

• ピボット機能のあるモニターでは、720*480（SD）までの動画の画面解像度がサポートされています。 
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言語の選択 メインページ

モデル

SyncMaster 570DXn

 

 

製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

トラブルシューティング 

セルフテスト機能によるチェック 

 

 

注意

• お問い合わせの前に、次の項目を確認してください。それでも問題が解決しない場合は、CSセンターまでご連絡く

ださい。 

 

 

セルフテスト機能によるチェック 

 

セルフテスト機能でモニ タが正しく動作しているかどうかチェックでき ます。 

1) コンピュータとモニターの電源 を切ります。 

2) コンピュータ背面のビデオケ ーブルを抜きます。

3) モニターの電源を入れます。

 

モニターが正常に動作しているにもかかわらず映像信号が感知されない場合、黒い背景に下図(“信号ケーブルを

確認してください”)が表示されます。セルフテストモードではLED電源インジケータが緑に点灯し、画像が画面内を

動きます。 

 

4) モニターの電源を切ってビデオ ケーブルを再接続します。それからコンピュー タ とモニターの電源を入れます。 

上記の手順を試しても画面がブラ ンクのままのときは、ビデオコントローラおよ びコンピュータシステムをチェックしてくだ

さ い。モニターは正しく動作していま す。

 

 

適切なモードを選択 

 

1920 x 1080 を超える解像度でも、画面を表示することができます。ただし、「最適なモードが選択されていません 推奨モ

ード」というメッセージが短時間表示されます。周波数が85Hzを超える場合には、このモニターでは85Hzを超える周波数

はサポートしていないので、画面が黒くなります。 

 

注意

• モニターでサポートされる解像度や周波数については、プリセットタイミングモード の説明を参照してください。

 

 

 

安全面での予防措置 

はじめに 

接続 

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

トラブルシューティング 

セルフテスト機能によるチェッ

ク  

チェックリスト 

Q & A 

仕様 

情報 

付録 



 

メンテナンスとお手入れ 

 

1) モニターケースのメンテナンス電源コードを取り外してから、柔らかい布で清掃します。 

 
• ベンジン、シンナー、その他可燃性のものや湿った布を使用しない。

• 画面の損傷を予防するため、 専用クリーナーの使用を推奨します。

2) フラットパネルディスプレイのメンテナンス柔らかい布(綿ネルなど)でやさしく清掃します。

 

• アセトン、ベンジン、シンナーなどは絶対に使用しない。 

(画面表面が傷ついたり変形することがあります。) 

• 自損による修理費用はお客様負担となります。

 

 

症状とその対処法 

 

注意

• モニターは、PCから送られる映像信号を再生します。そのためPCやビデオカードに問題があると、モニターに何も

映らない、色の劣化、ノイズ、ビデオモードの非サポートなどの現象が発生することがあります。このような場合は

まず問題の切り分けを行い、それからCSセンターまたは販売店までご連絡ください。 

 

1) 電源コードとケーブルが正しく接続されているか確認します。 

2) コンピュータ起動時にビープ音が3回以上鳴るか確認します。 

(ビープ音が3回以上鳴る場合は、コンピュータのメインボード製造元にお問い合わせください。) 

3) ビデオカードを交換した場合、または自作PCの場合、アダプタ(ビデオ)ドライバとモニタードライバがインストールさ

れているか確認します。 

4) ビデオ画面のスキャンレートが50Hz ~85Hzに設定されているかチェックしてください。  

(解像度が最大の時は60Hzを超えないようにします。) 

5) アダプタ(ビデオ)ドライバのインストール中に問題が生じた場合は、セーフモードでコンピュータを起動して “コントロ

ールパネル”“システム”“デバイスマネージャ”からディスプレイアダプタを削除します。それからコンピュータを再起

動し、アダプター(ビデオ)ドライバを再インストールします。 

 

チェックリスト

 

 

注意

• 次の表は、よくある問題とその解決法です。カスタマーサービスへのお問い合わせ前に、このセクションに解決法

が記載されていないかご確認ください。それでも解決しない場合は、 CSセンターまでお電話いただくか、販売店ま

でご連絡ください。 .

 

 

インストールに関する問題 (PC) 

 

注意

• モニターの設置に関する問題と、その解決法です。 

 

 

問題 解決法

モニターの画面がちらつく。 コンピュータとモニターの間の信号ケーブルがしっかりと接続されて

いるか確認する。  

(コンピュータに接続するを参照 )  

 

 

画面に関する問題

 



注意

• モニター画面に関する問題と、その解決法です。 

 

 

問題 解決法

画面に何も映らず、電源インジケータが

オフである。

電源コードがしっかりと接続され、LCDモニターがオンになっているか

確認します。(  

(モニターを接続するを参照 )  

“信号ケーブルを確認して下さい”のメッ

セージが表示される。

信号ケーブルがPCや映像外部入力にしっかりと接続されているか確

認します。  

(モニターを接続するを参照)  

PCや映像外部入力がオンであるか確認します。  

“適切なモードを選択されていません”

のメッセージが表示される。

ビデオアダプタの最大解像度と周波数を確認します。  

プリセットタイミングモード のチャートデータの値と比較します。  

映像が縦に揺れる。 信号ケーブルがしっかりと接続されているか確認します。再度確実に

接続します。(  

(コンピュータに接続するを参照)  

画像が鮮明でない。映像がぼやけてい

る。

微調整 の 粗調整 および 微調整 調整を実行します。  

全ての付属品(延長映像ケーブルなど)を取り外し、再度電源をオン

にします。  

解像度と周波数を推奨範囲内に設定します。  

映像が不安定に揺れる。

映像にゴーストが発生する。

コンピュータのビデオカードに設定された解像度と周波数が、モニタ

ーのサポート範囲内にあるか確認します。範囲外の場合、モニターメ

ニューの現在の 情報および プリセットタイミングモード を参照して再

設定します。  

画像が明るすぎるか、暗すぎる。 明るさおよびコントラストを調整します。 

(明るさ , コントラストを参照)  

画面色にむらがある。

カラー画像が暗い影で歪んでいる。

白色が弱い。

OSDカラー調整メニューのユ一ザ一調整を使用して色を調整します。 

電源インジケータが緑色に点滅する。 モニターが設定の変更をOSDメモリに保存している途中です。  

画面に何も映っていないが、電源インジ

ケータが緑色に点灯しているか、0.5-1

秒間隔で点滅している。 

モニターが電源管理システムを使用中です。  

キーボードのキーを何か押します。  

画面に何も表示されない、またはちらつ

く。

MENUボタンを押して“TEST GOOD”メッセージが画面に表示された

場合、モニターとコンピュータ間のケーブル接続を確認して、コネクタ

が正しく接続されているか確認します。  

 

 

音声に関する問題 

 

注意

• 音声信号に関する問題と、その解決法です。 

 

問題 解決法

音がしない。 モニターのオーディオポートとサウンドカードのオーディオ出力ポート

の両方に、オーディオケーブルがしっかりと接続されているか確認し

ます。(  

(モニターを接続するを参照)  

音量を確認します 。  

音量が小さすぎる。 音量を確認します。  

音量を最大に設定しても音が小さい場合は、コンピュータのサウンド

カードやソフトウェアプログラムの音量を確認します。  



音が高すぎる、低すぎる。 高音と低音を適切なレベルに調整します。  

 

 

リモコンに関する問題 

 

注意

• リモコンに関する問題と、その解決法です。 

 

問題 解決法

リモコンのボタンが反応しない。 電池の向き(+/-)を確認します。  

電池が消耗していないか確認します。  

電源がオンであるか確認します。  

電源コードしっかりと接続されているか確認します。  

付近に特殊な蛍光灯もしくはネオン灯がないか確認します。  

 

MagicNetに関する問題 

 

注意

• 起動用USBフラッシュディスクの作成

 

問題 解決法

起動用USBフラッシュディスクの作成 1. USB起動用ディスク作成ツールを使用して、一般的な512MB以上の

USB記憶メディアを起動可能ディスクにすることができます。（たとえ

ばHP USB Disk Storage Format Toolなど） 

2. OSのゴーストイメージをコピーと実行可能ファイルをUSBディスクにコ

ピーします。  

3. BIOSメニューに移動し、BIOSのロゴ画面でF2キーを押します。 次

に、USB Boot Firstオプションを選択して有効にし、Bootメニューで

Enterキーを押します。  

4. USBディスクが接続されている状態で電源をオンにし、DOSモードで

起動します。  

5. C:\ghost.exeを実行し、メニューからLocal → Partition → From 

Imageを選択します。 ゴーストイメージを選択してUSBディスクを更新

し、目的のディスクを選択します。  

6. ゴーストイメージの更新が終了すると、自動的に再起動されます。  

 

Q & A

 

質問 回答

周波数はどのようにして変更しますか。 ビデオカードを再設定することで 周波数を変更できます。  

 

方法はビデオカードドライバのバ ージョンによって異なることがあります。  

(詳しくは、コンピュータまたはビデオカード の取扱説明書を参照してくださ

い。)

解像度はどのようにして変更しま すか。 Windows XP: 

コントロールパネル → 画面 → 設定で解像度を再設定します。  

Windows ME/2000: 

コントロールパネル → 画面 → 設定で解像度を再設定します。  

* 詳しくはビデオカードの製造元 にお問い合わせください。  

Power Saving機能はどのように設 定し

ますか。

Windows XP: 

スクリー ンセーバまたはコンピュータの BIOSで機能設 定してくださ

い。  

Windows ME/2000: 

スクリー ンセーバまたはコンピュータの BIOSで機能設 定してくださ

い。  

本体や液晶パネルはどのようにして清

掃しますか。
電源コードを抜き、クリーナーまたは 水を湿らせた柔らかい布で拭いて

ください。  

クリーナーが残ったり、傷がつかない ように注意してください。 モニター



内部に水分が 入らないように注意してください。  

ビデオの再生方法は? ビデオは、MPEG1およびWMVコーデックのみをサポートしています。 ビデ

オを再生するには、対応するコーデックをインストールします。 互換性がな

いコーデックがあることに注意してください。 
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言語の選択 メインページ

モデル

SyncMaster 570DXn

 

製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

仕様 

一般事項 

 

 

一般事項 

 

一般事項  

モデル名 SyncMaster 570DXn 

LCDパネル 

サイズ 57 "対角線 

表示域サイズ 1251.36 mm (H) x 703.89 mm (V) 

ピクセルピッチ 0.651 mm (H) x 0.651 mm (V) 

同期化 

水平 30 ~ 81 kHz 

垂直 56 ~ 85 Hz 

表示色 

表示色 約16.7万色  

解像度 

表示画素数  1920 x 1080@ 60 Hz  

最大解像度 1920 x 1080@ 60 Hz  

入力信号、終了 

RGB アナログ、 DVI （Digital Visual Interface） 準拠デジタル RGB  

0.7 Vp-p ± 5 %（終端）、 TTLレベル（ V high ≥ 2.0 V 、 V low ≤ 0.8 V ） 

最大ピクセルクロック 

165 MHz ( アナログ / デジタル ) 

電源 

AC 100 - 240 V~（+/- 10 %）、50/60 Hz 

信号ケーブル  

15ピン（両端）D-subケーブル、取り外し可能 

DVI-D to DVI-Dコネクタ、取り外し可能（オプション）  

寸法 (幅x奥行きx高さ) / 重量  

1567.5 x 855 x 311 mm (スピーカ付き, スタンド使用時) 

1347.5 x 800 x 130 mm (スピーカなし) 

1347.5 x 855 x 311 mm, 48.3 kg(スタンド使用時)  

VESAマウンティングインターフェイス 

400 mm x 800 mm 

環境条件 

動作 
温度: 10°C ~ 40°C (50°F ~ 104°F)  

湿度:10 % ~ 80 %, 結露しないこと 

保存 
温度: -20°C ~ 45°C (-4°F ~ 113°F)  

湿度:5 % ~ 95 %, 結露しないこと 

オーディオ特性 

安全面での予防措置 

はじめに 

接続 

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

トラブルシューティング 

仕様 

一般事項 

省電力 

プリセットタイミングモード 

情報 

付録 



オーディオ入力1 RCA ジャック 赤(右側) 白(左側L)、0.5 Vrms (-9 dB) 

オーディオ入力2 RCA ジャック赤(右側) 白(左側)、0.5 Vrms (-9 dB) 

PC オーディオ入力 3.5O ステレオジャック、0.5 Vrms (-9 dB) 

周波数 RF: 80 Hz ~ 15 kHz (at -3 dB) 

レスポンス A/V: 80 Hz ~ 20 kHz (at -3 dB) 

プラグ&プレイ機能 

このモニターは、プラグ&プレイ機能と互換性のあるシステムにインストールすることができます。モニターとコンピュー

タシステムの相互作用は、最高の操作条件とモニターの設定を提供してくれます。ユーザーが別の設定を選択したく

なければ、ほとんどの場合、モニターのインストールは、自動的に行われます。 

ピクセルについて 

この製品には、100万分の１以上の精度を持つ先進の半導体技術で製造されたTFT液晶パネルが使用されています。 

しかしまれに、赤、緑、青、白のピクセルが明るく見えたり、黒いピクセルが発生することがあります。 これは製品の不

良ではありませんので安心してお使いください。 

•この製品のTFT液晶総ピクセル数は6,220,800です。  

 

注意

• 外観や仕様は予告なく変更されることがあります。 

 

クラスB機器（住宅用情報通信機器）

• この製品は、住宅地での使用に関する電磁環境適合性を満たしており、一般的な住宅地などを含むすべての地域

で使用することができます。（クラスBの機器は、クラスAの機器より放出する電磁波による影響が少なくなっていま

す）

 

 

MagicNet - クライアント

 

項目 仕様 備考 

LAN 1 Gbps  

USB 
キーボード/マウス、マスストレージ機器対

応 

USB インターフェイスを持つポータブル保存

デバイスを使用することができます。  

コンテンツ 

Photo 
サポートするファイルフォーマット:BMP / 

JPEG 

2274x1704以下に設定してください。 

  

Music サポートするファイルフォーマット:MP3 音声帯域幅:50 Hz～15 kHz 

ムービー 
MPEG1, WMV  

最大 1280 x 720 30 fps  
 

File
MS Office(Word, Excel, Power Point), 

HTML, PDF 

フォーマットやバージョンの違いによ

り、サポートされないファイルがあり

ます。  

適切な閲覧（フリーウェア）プログラ

ムをインストールして、MS Office

（Word、Excel、Power Point）または

PDF文書を表示します。  

インターネットブラウザ MS Internet Explorer 
Flash、Japa アプレット、セキュリティサイトは

サポートせず。 

言語 英語 （注：英語表示、日本語フォント対応） 

OS Windows XPを組み込み  

 

 

MagicNet - サーバーのシステム要件

 

  CPU RAM Ethernet OS Application 

最小 P1.8 Ghz 256 M 100 M / 1 G Windows XP WMP 以降 

推奨  P3.0 Ghz 512 M 100 M / 1 G  Windows XP WMP 以降 

 

省電力 

 

 

このモニターは省電力のための内蔵型電源管理システムを備えています。このシステムはモニターが一定時間使用され

ない場合に、モニターを低出力モードに切り替えることによってエネルギーを節約します。電力節約のため、使用しないと



きや長時間席を離れるときはモニターをオフにしてください。省電力システムは VESA DPM準拠のビデオカードが搭載さ

れているコンピュータで機能します。この機能を設定するには、コンピュータにインストールされているユーティリティソフト

を利用します。

 

状態 通常動作 パワーセービングモード  
電源オフ 

電源 インジケータ 緑色 緑色, 点滅 アンバー 

消費電力 460 W 未満 
1 W 未満 

(オフモード) 

1 W 未満 

（パワーボタン）  

      

 

 

 

プリセットタイミングモード

プリセットタイミングモード 

 

コンピュータから送られた信号が次のプリセットタイミングモードと一致したとき、画面が自動調整されます。 信号が異な

る場合は、電源LEDがオンでもブランクスクリーンになることがあります。 ビデオカードの取扱説明書を参照して、次のよ

うに画面を調整してください。 

 

ディスプレイモード
水平周波数 

(kHz) 

垂直周波数 

(Hz)  

ピクセルクロック  

(MHz) 

同期極性  

(H/V) 

IBM, 640 x 350 31.469 70.086 25.175 +/- 

IBM, 640 x 480 31.469 59.940 25.175 -/- 

IBM, 720 x 400 31.469 70.087 28.322 -/+ 

MAC, 640 x 480 35.000 66.667 30.240 -/- 

MAC, 832 x 624 49.726 74.551 57.284 -/- 

MAC, 1152 x 870 68.681 75.062 100.000 -/- 

VESA, 640 x 480 37.861 72.809 31.500 -/- 

VESA, 640 x 480 37.500 75.000 31.500 -/- 

VESA, 800 x 600 35.156 56.250 36.000 +/+ 

VESA, 800 x 600 37.879 60.317 40.000 +/+ 

VESA, 800 x 600 48.077 72.188 50.000 +/+ 

VESA, 800 x 600 46.875 75.000 49.500 +/+ 

VESA, 1024 x 768 48.363 60.004 65.000 -/- 

VESA, 1024 x 768 56.476 70.069 75.000 -/- 

VESA, 1024 x 768 60.023 75.029 78.750 +/+ 

VESA, 1152 x 864 67.500 75.000 108.000 +/+

VESA, 1280 x 960 60.000 60.000 108.000 +/+

VESA, 1280 x 1024 63.981 60.020 108.000 +/+

VESA, 1280 x 1024 79.976 75.025 135.000 +/+

VESA,1360 x 768 47.712 60.015 85.500 +/+

VESA,1920 x 1080 66.587 59.934 138.500 +/-

 

 

水平周波数 

ラインを右から左へ水平に走査する時間を水平サイクルといい、その逆数が水

平周波数になります。 単位： kHz  

 

垂直周波数 

蛍光灯のように、画面には1秒間に何度も同じ画像が表示されています。 この

繰り返しの回数が、垂直周波数もしくはリフレッシュレートと呼ばれるものです。 

単位： Hz 
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言語の選択 メインページ

モデル

SyncMaster 570DXn

 

製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

情報 

より良い画質でご覧いただくために

 

 

 

 

より良い画質でご覧いただくためにコンピュータのControl Panelから解像度とリフレッシュレートを次のように調整

してください。 TFT液晶の設定が最適でない場合、画面にむらが出ることがあります。 

 
• 解像度 : 1920 x 1080 

• 垂直周波数（リフレッシュレート）： 60 Hz

   

この製品には、100万分の１以上の精度を持つ先進の半導体技術で製造されたTFT液晶パネルが使用されていま

す。 しかしまれに赤、緑、青、白のピクセルが明るく見えたり、黒いピクセルが発生することがあります。 これは製

品の不良ではありませんので安心してお使いください。

  • この製品のTFT液晶の総ピクセル数は6,220,800です。

   

モニターを清掃するときは弊社指定のクリーナを少量使用し、乾いた柔らかい布で拭き取ります。 液晶部分だけ

でなく、全体を丁寧に拭きます。 力を入れすぎるとしみになることがあります。 

   

画質に満足できないときは、ウィンドウ終了ボタンを押して表示される画面から「自動調整機能」を実行して、画質

を改善することができます。 自動調整後もノイズが発生するときは、MagicTune?ソフトウェアにて調整を実行しま

す。 

   

画像が長時間固定されると、残像やぶれが生じることがあります。 長時間モニターから離れる場合は、節電モー

ドに切り替えるかスクリーンセーバ（動画）を設定します。 

 

製品情報（残像フリーについて） 

 

 

残像とは? 

残像は、LCDパネルを通常の条件下で使用したときには発生しません。 

通常の条件とは、連続的に変化するビデオパターンとして定義されます。LCD パネルが固定されたパターンで長時

間（12時間以上）使用されると、ピクセル内の液晶（LC）を動作させる電極の間で若干の電圧の差が生じる場合があ

ります。電極間の電圧の差が時間とともに増大すると、液晶が曲げられてしまいます。このような現象が発生する

と、パターンが変化したときに以前のイメージが見える場合があります。これを防止するために、蓄積した電圧差を

解消する必要があります。

安全面での予防措置 

はじめに 

接続 

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

トラブルシューティング 

仕様 

情報 

より良い画質でご覧いただく

ために 

製品情報  

(残像なし) 

付録 



 
 

電源オフ、スクリーンセイバー、または省電力モード 

20時間使用するごとに電源を4時間オフにします。  

12時間使用するごとに電源を2時間オフにします。  

PCの表示プロパティの電源管理機能で、モニターの電源をオフにするよう設定します。  

可能な場合にはスクリーンセイバーを使用します - 単色または変化するイメージのスクリーンセイバーをお

勧めします。  

定期的に色の組み合わせを変更する 

 

 

注意

• 2 つの異なる組み合わせの色を使用します。 

2 つの異なる色からなる組み合わせを30分間隔で切り替えます。 

明るさが大きくことなる文字色と背景色を組み合わせて使用することは避けてください。 

残像の発生する原因となりますので灰色は使用しないでください。 

明るさが大きくことなる色（白と黒、灰色）を使用することは避けてください。 

 
 

定期的に文字色を変更する 

明るさの差が少ない明るい色を使用します。 

文字色と背景色を30分間隔で変更します。 



  

 

 

30分ごとに、文字を動かして変更します。  

  

 

すべての領域に、ロゴとともに移動するイメージを定期的に表示します。 

ロゴとともに移動するイメージを4時間使用するごとに60秒表示します。  

 

モニターの残像を防止するのに最も効果がある方法は、電源をオフにするか、使用していないときにPCまた

はシステムがスクリーンセイバーを作動させるように設定することです。保証も、操作ガイドに基づいて制限

されています。  

 

 

製品に画面スクロール機能を使用する 

画面スクロール機能を使用する 

- 動作:黒色の水平線が上下に移動します。 

 
- 選択方法 

. 操作ガイド:OSD Menu（OSDメニュー）-> Set Up（セットアップ）-> Safety Screen（安全画面）-> Screen 

Scroll（画面スクロール）  

. 間隔:1～10時間（推奨: 1時間）  

. 時間: 1～5秒（推奨: 5秒）  

 

注意

• （CDのユーザーガイドで「OSD機能」を参照してください。一部のモデルでは利用できません） 

   

製品に画面ピクセル機能を使用する 

画面ピクセル機能を使用する 

- 症状:黒色の点が上下に移動します。 

 
- 選択方法  

. 操作ガイド:OSD Menu（OSDメニュー）-> Set Up（セットアップ）-> Safety Screen（安全画面）-> Pixel（ピクセ

ル）  

. 間隔:1～10時間（推奨: 1時間）  

. 時間: 10～50秒（推奨: 50秒）  

画面バー機能を使用する 

- 動作:黒色の水平/垂直線が上下に移動します。  



 
- 選択方法  

. 操作ガイド:OSD Menu（OSDメニュー）-> Set Up（セットアップ）-> Safety Screen（安全画面）-> Bar（バー）  

. 間隔:1～10時間（推奨: 1時間）  

. 時間: 10～50秒（推奨: 50秒）  

   

注意

• （CDのユーザーガイドで「OSD機能」を参照してください。一部のモデルでは利用できません） 

   

製品に画面消去機能を使用する 

画面消去機能を使用する 

- 動作:2 つの垂直なブロックが表示を消していきます。 

 
- 選択方法 

. 操作ガイド:OSD Menu（OSDメニュー）-> Set Up（セットアップ）-> Safety Screen（安全画面）-> Eraser（消

去）  

. 間隔:1～10時間（推奨: 1時間） 

. 時間: 10～50秒（推奨: 50秒）  

   

注意

• （CDのユーザーガイドで「OSD機能」を参照してください。一部のモデルでは利用できません） 
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製品の色と外観はモデルによって異なり、製品の仕様は性能の向上のために予告無く変更される場合があります。 

付録 

CSセンター

 

 

お客様相談ダイヤル 

東雲サービスセンター

 

  受付時間 平日（土日祭日を除く）9：00~17：00 *

  ホームページ http://www.samsung.com/jp

  〒  135-0062 東京都江東区東雲2-6-38 

  Fax 03-3527-5533 

 

 

注意

• * 予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

 

 

用語集

 

 

同期信号 

同期信号とは、モニターに色を表示するために必要とされる標準的な信号のことです。同期信号には垂直と水平があ

ります。解像度と周波数に合った標準的な画像を表示するための信号です。  

同期信号の種類  

セパレート 個々の垂直同期信号をモニターに転送する方式です。 

コンポジット 垂直同期信号を複合し、一つの信号としてモニターに転送する方式です。モニターは、複合され

た信号を再び個々のカラー信号に分離して表示します。

 

ドットピッチ  

モニタの画像は、赤、緑および青のドットで構成されています。 ドットが密なほど解像度は高くなります。 同色ドット間

の距離を「ドットピッチ」といいます。 単位： mm 

 

垂直周波数 

画面は1秒間に何回も再描画されています。 この繰り返しの回数が、垂直周波数またはリフレッシュレートと呼ばれる

ものです。 単位： Hz 

例 : 同じ光が 1 秒間に 60 回繰り返すときには、60Hz となります。

 

水平周波数 

ラインを右から左へ水平に走査する時間を水平サイクルといいます。 その逆数が水平周波数になります。 単位： kHz 

 

インタレースとノンインタレース方式 

ラインを上から下に順番に表示する方式をノンインタレース、奇数ラインから偶数ラインの順に表示する方式をインタ

レースといいます。 ノンインタレース方式は画像が鮮明なため、ほとんどのモニターに採用されています。 インタレー

安全面での予防措置 

はじめに 

接続 

ソフトウェアの使用 

モニターの調整  

トラブルシューティング 

仕様 

情報 

付録 

CSセンター 

用語集 

制限事項 

VCCIについて 

製品ユーザー登録について 



ス方式はＴＶに採用されているものと同じです。  

 

プラグ&プレイ  

コンピュータとモニターが自動的に情報交換し、最高の画質を実現する機能です。 このモニターはプラグ&プレイ機能

の国際規格VESA DDCに準拠しています。  

 

解像度 

画面を構成する水平および垂直のドット数を「解像度」といいます。 これはディスプレイの精度を表しています。 高い

解像度はより多くの情報が画面に表示されるため、複数作業の同時進行に適しています。  

例 : 解像度が1920 x 1080の場合、画面は1920 個の水平ドット （水平解像度) と1080個の垂直ライン 

（垂直解像度) で構成されています。

 

Multiple Display Control (MDC) 

マルチディスプレイコントロール(MDC)は、様々な表示をPC上で容易にしかも一度に作動させることができるアプリケ

ーションです。シリアル通信の規格 RS-232Cは、PCとディスプレイ間の通信のために使用されます。  

 

制限事項

 

 

本書の内容は、将来予告なく変更されることがあります。 

© 2007 Samsung Electronics Co., Ltd. All rights reserved. 

 

Samsung Electronics Co., Ltd. の文書による許可なしには、いかなる複製も堅く禁じます。  

内容に含まれる誤り、または設置や使用の結果として起こる損害について、Samsung Electronics Co., Ltd.は一切の責任

を負いません。  

Samsung はSamsung Electronics Co., Ltd.の登録商用です。 Microsoft , Windows および Windows NT は Microsoft 

Corporationの登録商標です。 VESA , DPM および DDC はVideo Electronics Standard Associationの登録商標です。 

Energy STAR の名称とロゴはU.S. Environmental Protection Agency (EPA)の登録商標です。 

 その

ほかこの文書に含まれるすべての商品名は、各企業・団体の商標もしくは登録商標です。  

 

本製品は日本国内用として製造、販売しています。日本国外で使用された場合、当社は責任を負い兼ねます。また、技

術相談や、アフターサービスなども国外では行っておりませんのでご注意ください。 

本製品は一般OA用として設計・製造されています。一般OA用以外の用途で使用される場合は、保証期間内であっても

無償修理の対象外となることがありますのでご注意ください。 

 

 

VCCIについて

 

 

この装置は、情報処理装 置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基 づくクラスB情報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用 することを目的としていますが、この装置がラ ジオやテレビジョン受信機に近接し

て使用され ると、受 信障害を引き起こすことがありま す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして 下さい。 

 

製品ユーザー登録 

ご購入いただいたサムスンの製品は下記のURLで製品ユーザー登録を行うことができます。 

 

http://www.samsung.com/jp/PRC/ 

 

ユーザー登録を行いますと、サムスンの最新ニュース、新製品情報、キャンペーン情報、各種ユーザー向けプログラム、

サービス情報アンド、多彩な情報をおとどけします。また、登録により迅速なアフターサービスのご提供が可能となります

ので、お手数でもご登録をお願い申し上げます。  

 

なお、お客様の情報は弊社からのサービスの提供のみを目的に利用させていただきます。 
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